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諸塚村議会だより （2）令和６年11月 第183号

一般会計の主な補正内容
「歳入」 
・普通交付税…………………………………………………………………………… １９７,８０１千円
・物価高騰対策臨時交付金……………………………………………………………… １７,７５０千円
・公共施設等適正管理推進事業……………………………………………………… △１２,５００千円
・災害復旧事業債千円………………………………………………………………………… ７,０００千円
・災害林道国庫負担金……………………………………………………………………… ５８,４０８千円

「歳出」
・総務政策課（定額減税補足給付金）……… ……………………………………………… １２,０００千円
・住民生活課（保育所会計年度任用職員報酬調整）…………………………………… △６,０００千円
・産業戦略課（森林整備促進事業）………………………………………………………… ７,９２６千円
・建設環境課（川内奥村線法面改良工事　取り下げ）… …………………………… △１０,１００千円
　　　　　…（道路維持補修費…村内一円）……………………………………………… ２０,０００千円
　　　　　…（林道施設補助災害復旧工事　R4・5年災）………………………… １２０,０００千円

特別会計の補正内容
・諸塚村国民健康保険…………………………………………………………………… ３６,９００千円
・諸塚村後期高齢者医療…………………………………………………………………… ９,７００千円
・諸塚村介護保険………………………………………………………………………… ３３,７６３千円
・諸塚村簡易水道事業………………………………………………………………………… ２,８３５千円
・諸塚村公共下水道事業…………………………………………………………………… ７,８３２千円
・諸塚村国民健康保険診療所事業……………………………………………………… １６,０００千円
・諸塚村発電事業……………………………………………………………………………… ２２６千円

条例の制定等
・条例の制定３件（諸塚村男女共同参画推進１件、諸塚村国保条例一部改正２件）

同　意
・諸塚村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて～菊池隆一氏を同意

第３回定例議会（令和６年９月１０日開会）

令和６年度一般会計補正予算　補正額：３億円
補正前：６３億３,４００万円　補正後：６６億３,４００万円

令和６年一般会計補正予算 (NO.1)



諸塚村議会だより（3） 第183号 令和６年11月

一般会計の主な補正内容

「歳入」 
総務政策課　・基金繰入：財政調整交付金………………………………………………… ７,０００千円
「歳出」
総務政策課　・一般管理費………………………………………………………………… △３６０千円
住民生活課　・飲料水施設修繕補助（台風第10号被災3か所）………………………… 1,０００千円
産業戦略課　・椎茸団地修繕（水見椎茸団地ハウス1件）…………………………………… ６６０千円
　　　　　　・菌床栽培施設修繕（ハウス修繕）… ………………………………………… １２０千円
建設環境課　・耕地災害復旧事業（測量試験不足追加6か所）… ……………………… ５,５００千円
教育委員会　・六峰館修繕（外灯１基補修）… ………………………………………………… ８０千円

その他の議案
・工事請負契約の締結
　※議会の議決に付すべき契約（予定価格5千万円以上の工事）
　令和５年度地方創生道整備事業推進交付金事業　林道川内・片桐線開設工事
　契約の金額：５９，５１０，０００円
　契約の相手方：興洋開発株式会社　代表取締役　中本　英紀

第３回定例議会（令和６年９月２０日開会）

令和６年度一般会計補正予算　補正額：７百万円
補正前：６６億３,４００万円　補正後６６億４,１００万円

令和６年一般会計補正予算 (NO.2)

耕地災害箇所



諸塚村議会だより （4）令和６年11月 第183号

議会費 総務費 民生費 衛生費
ゴミ収集場所

Garbage Bag
Garbage Bag

Garbage Bag

4,559万円 5億2,004万円 4億487万円 1億5,482万円

農林水産費 商工費 土木費 消防費

5億134万円 7,704万円 3億1,283万円 3,643万円

教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金

2億2,221万円 11億6,114万円 3億5,092万円 1億9,899万円

（歳入額） 45億3,630万円　　（歳出額） 39億8,627万円

■特別会計

令和６年　第３回定例会

令和５年度 一般会計決算が認定された。

会計名 歳出決算額 会計名 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 　　　　 3億　　　 428万円 後期高齢者医療 　　　　 2,884 万円

介 護 保 険 事 業 　　　　 2億　　　 8,036 万円 簡 易 水 道 事 業 　　　　 2,989 万円

公共下水道事業 　　　　 1億　　　 4,448 万円 診 療 所 事 業 　　　　 4億　　　 1,848 万円

発　 電　 事 業 　　　　 　　　　598 万円 特 別 会 計 合 計 　　　　 　　　　12 億　　　 1,231 万円



諸塚村議会だより（5） 第183号 令和６年11月

国内外で猛威をふるった新型コロナウィルス感染症が、令和5年5月には

5類へ移行した事を受け、各種行事も通常ベースで行われるようになった。

社会経済活動の活性化が進みつつある一方で、不安定な海外情勢に起因する

燃料価格を始め、物価高騰により農林業経営や村民の生活にも大きな影響を

与える状況となっている。

令和5年4月には統一地方選挙が実施され、村長・議会議員の改選が行われ、村長をはじめとする

執行体制も一新された。この様な中、令和5年度の予算も骨格予算として編成され、一般会計の決

算は、歳入45億3,630万3千円、歳出39億8,627万8千円となり、前年度と比較すると、歳入で2億

9,637万5千円、歳出で1,102万3千円、それぞれ増額となり、歳入で7％、歳出で0.3％の増となった。

一般会計及び7つの特別会計を合わせた歳出決算額は、51億9,859万4千円であり、令和4年度

決算額を3.9％上回り、前年度に続いて台風14号災害における復旧・復興費が増額の要因となって

いる。

本村の財源は、自主財源が21.7％、依存財源が78.3％と自主財源比率が4.1％減少し、村が自主

的に収入しうる財源が少なく、国・県等から割り当てられた財源に頼らざるを得ない厳しい財政運

営と言える。そのような中でも、税務関係では収納環境が年々厳しさを増している中ではあるが、

納税者の皆様のご理解・ご協力を頂き、昭和26年から継続して、納税完納を達成したことは本村の

誇りであると考える。　

歳出では、災害復旧費が最も多く、11億6,292万9千円で全体の29.2％となっているが、台風14

号災害が激甚災害に指定されたことは、今後の復旧において励みとなる。財政構造は、地方交付税

の状況によって大きく影響される財政基盤で、今後とも厳しい財政運営が続くであろうと思われる。

今後も「諸塚村行財政改革大綱2021」を基本に、現状を十分認識し、国県の動向を注視しつつ、住

民福祉の工場に努めてもらうことを期する。

さらに、これまで以上に行政全般の見直しを行うとともに、引き続き、財政の健全化に取り組ん

で頂くことを期待して、総括意見とする。

１．台風災害の早期復旧

２．物価高騰における経済対策と
　  さらなる産業振興

３．人口減少対策

４．情報発信、通信環境の整備促進

総 括
意 見

個 別
意 見



諸塚村議会だより （6）令和６年11月 第183号

一 般 質 問

①
今
後
の
本
村
自
治
公
民

館
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て

甲
斐
弘
昭
議
員

 Ⱗ

今
後
の
本
村
自
治
公
民

館
活
動
の
在
り
方
、
実
践
団
体

で
あ
る
婦
人
部
、
青
年
部
の
活

動
の
現
状
と
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
経
過
と
今
後
の
方
向

性
を
伺
う
。

竹
内
教
育
長

 Ⱘ

令
和
四
年
十
一
月
に
公

民
館
長
会
主
導
で
、「
今
後
の

自
治
公
民
館
を
考
え
る
会
」
を

発
足
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
年
間

行
事
の
見
直
し
、
公
民
館
の
合

併
、
実
行
組
合
の
統
合
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
、
協
議
を
し

て
い
る
。
婦
人
部
と
青
年
部
の

団
体
と
も
会
員
減
少
に
よ
り
、

存
続
の
危
機
に
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
存

続
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
新
た

な
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
協
議
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

甲
斐
弘
昭
議
員

 Ⱗ

村
婦
人
連
絡
協
議
会
が
、

公
民
館
長
会
の
公
の
場
で
村
自

治
公
民
館
協
議
会
か
ら
脱
退
す

る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
話
も

聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。

竹
内
教
育
長

 Ⱘ

三
年
前
か
ら
婦
人
連
絡

協
議
会
の
役
員
で
話
し
合
い
を

進
め
て
き
た
。
今
年
四
月
に
女

性
連
絡
協
議
会
の
在
り
方
協
議

会
を
設
置
し
、
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
が
、
教
育
委
員
会
が

こ
の
内
容
に
つ
い
て
踏
み
込
ん

で
協
議
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
一
生

懸
命
寄
り
添
い
な
が
ら
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

甲
斐
弘
昭
議
員

 Ⱗ

婦
人
部
会
自
体
が
な
く

な
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
ま
ま
実
践
団
体
で
現

存
し
て
い
る
。
村
自
治
公
民
館

連
協
の
組
織
図
が
あ
る
が
、
そ

こ
か
ら
婦
人
連
絡
協
議
会
が
抜

け
た
場
合
、
ど
こ
の
部
分
の
位

置
づ
け
に
な
る
の
か
。

竹
内
教
育
長

 Ⱘ

ま
ず
明
確
に
し
て
お
き

た
い
の
は
、
自
治
公
民
館
連
絡

協
議
会
と
女
性
連
絡
協
議
会
は

全
く
別
の
団
体
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会
は
、
宮
崎
県
公
民
館
連
合
会

に
女
性
連
絡
協
議
会
は
宮
崎
県

婦
人
連
絡
協
議
会
に
所
属
し
て

い
る
。
村
自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
の
組
織
の
中
の
婦
人
部
は

な
く
な
ら
な
い
し
、
各
地
区
に

お
い
て
当
然
残
っ
て
く
る
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

甲
斐
弘
昭
議
員

 Ⱗ

諸
塚
村
の
自
治
公
民
館

制
度
を
な
く
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
で
し
ょ
う
が
、
教
育
委
員

会
で
も
前
向
き
な
方
向
性
を
示

し
て
も
ら
い
、
強
い
ご
指
導
を

お
願
い
し
た
い
。

竹
内
教
育
長

 Ⱘ

教
育
委
員
会
の
指
導
・

助
言
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
は

反
省
し
て
い
る
。
女
性
連
絡
協

議
会
は
、
九
月
中
に
臨
時
総
会

を
開
き
、
そ
の
後
に
今
後
の
在

り
方
の
協
議
会
も
開
催
予
定
で

あ
る
。　

教
育
委
員
会
と
し
て

も
解
散
は
す
る
が
、
な
く
な
る

と
い
う
方
向
性
で
な
く
、
な
く

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

今
後
ど
う
す
べ
き
か
の
議
論
を

し
て
い
き
た
い
。

①
温
暖
化
に
よ
る
農
作
物

の
影
響
に
よ
る
対
策
を

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱗ

近
年
、
異
常
と
も
い
え

る
気
温
の
上
昇
で
農
作
物
に
も

《 今回５名の議員が質問をしました。 》

村政を問う！
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影
響
が
出
て
き
て
い
る
。
気
温

が
高
く
て
も
収
穫
が
安
定
し
た

品
種
の
選
定
や
栽
培
方
法
の
確

立
な
ど
や
早
め
の
対
策
を
行
う

べ
き
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

本
村
の
基
幹
作
物
で
あ

る
し
い
た
け
は
、
気
温
や
雨
量

に
よ
っ
て
収
穫
量
に
多
大
な
影

響
を
受
け
る
作
物
で
あ
る
。
種

菌
メ
ー
カ
ー
菌
株
の
開
発
を
行

っ
て
い
る
が
、
高
温
対
応
の
新

品
種
の
開
発
は
難
し
い
よ
う
で

あ
る
。

今
後
も
県
や
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
高
温

環
境
に
適
応
し
た
栽
培
体
系
や

高
温
耐
性
品
種
の
選
定
、
高
温

対
策
栽
培
技
術
の
普
及
に
つ
い

て
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱗ

し
い
た
け
栽
培
に
も
影

響
が
出
て
き
て
い
る
。
本
村
も

議
会
で
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な

取
り
組
み
で
は
及
ば
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
後
は
ま
ず
で

き
る
こ
と
を
幅
広
く
ア
ン
テ
ナ

を
広
げ
て
対
応
し
て
頂
き
た
い
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

地
球
温
暖
化
に
よ
る
し

い
た
け
原
木
栽
培
へ
の
影
響
は
、

高
温
障
害
、
病
害
虫
問
題
、
暖

冬
化
の
影
響
、
春
季
の
急
激
な

気
温
上
昇
に
よ
る
発
生
不
良
が

あ
る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
寒
冷
紗
に
よ
る
ほ
た
場
環

境
の
改
善
が
あ
る
。
今
後
は
、

変
動
す
る
気
候
条
件
に
合
わ
せ

た
基
本
的
な
作
業
の
見
直
し
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

②
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
対

す
る
助
成
を

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱗ

本
村
も
エ
ア
コ
ン
導
入

に
対
す
る
助
成
を
し
い
た
が
、

三
年
間
で
事
業
を
終
了
し
て
い

る
。
助
成
事
業
を
再
開
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

村
政
座
談
会
で
も
エ
ア

コ
ン
購
入
助
成
に
つ
い
て
要
望

が
出
て
い
る
。
来
年
度
以
降
も

危
険
な
暑
さ
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
内
容
を
検
討
し

た
上
で
、
令
和
六
年
度
設
置
分

か
ら
設
置
対
象
と
し
、
令
和
七

年
度
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱘ

集
会
所
、
公
民
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
の
助

成
の
考
え
は
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

令
和
五
年
定
例
会
で
回

答
し
た
と
お
り
、
村
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
避
難
所
と
し
て

の
在
り
方
も
あ
る
の
で
、
必
要

性
も
考
慮
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
情
報
発

信
、
住
民
の
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

甲
斐
秀
樹
議
員

 Ⱗ

本
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
含
め
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
情
報
発
信
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

進
捗
状
況
を
伺
う
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

今
年
度
、
企
画
創
生
課

に
特
命
部
署
と
し
て
、
地
域
Ｄ

Ｘ
・
情
報
発
信
室
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
村
長
を
本
部
長
と
す
る

諸
塚
村
Ｄ
Ｘ
情
報
発
信
推
進
本

部
を
設
置
し
、
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
諸
塚
村

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策
定
を
行
い
、

推
進
本
部
の
下
部
組
織
と
し
て
、

八
つ
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、

課
題
の
洗
い
直
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
手
法
、
目
標
を
協
議
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
は

今
年
度
の
地
域
Ｄ
Ｘ
推
進
を
推

進
本
部
、
推
進
室
、
専
門
部
会

等
で
進
め
、
庁
内
全
体
で
今
後

の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
基
礎
作
り
を
行
っ
て

い
く
。

甲
斐
秀
樹
議
員

 Ⱗ

本
村
の
情
報
発
信
が
足

り
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
村
民

に
と
っ
て
、
身
近
な
情
報
は
何

か
、
何
が
必
要
な
の
か
、
そ
れ

が
正
確
で
素
早
く
得
ら
れ
る
も

の
か
。
こ
れ
ら
が
揃
っ
て
い
な

い
と
見
に
行
か
な
い
。
今
後
、

情
報
発
信
の
豊
か
さ
、
正
確
さ

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
何
か
あ

れ
ば
伺
う
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

前
述
し
た
と
お
り
、
重

層
的
な
推
進
体
制
で
具
体
的
な

課
題
も
抽
出
し
、
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

甲
斐
秀
樹
議
員

 Ⱗ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
は
、
複

数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
サ

イ
ト
で
村
民
に
向
け
た
情
報
発

信
や
利
用
者
の
利
便
性
を
研
究

し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
世
代

間
の
情
報
格
差
は
な
く
す
べ
き

で
、
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機
器
の
操
作

が
で
き
な
い
村
民
も
い
る
の
で
、

従
来
の
広
報
紙
も
充
実
し
て
頂

き
た
い
。
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①
公
益
性
の
高
い
作
業
道

の
村
道
へ
の
昇
格
に
つ

い
て

黒
木
健
議
員

 Ⱗ

重
要
か
つ
、
公
益
性
の

高
い
作
業
道
を
今
後
村
道
に
昇

格
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う

が
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

要
件
を
満
た
し
て
い
る

重
要
な
路
線
は
、
認
定
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
村

道
に
認
定
し
た
場
合
、
道
路
の

草
刈
り
等
に
つ
い
て
は
、
地
元

で
行
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
る
の

で
、
地
元
公
民
館
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

黒
木
健
議
員

 
Ⱗ

東
日
本
大
震
災
で
は
、
沿

岸
沿
い
の
道
路
が
津
波
で
通
行

で
き
な
く
な
り
、
作
業
道
が
住

民
の
避
難
、
救
助
、
復
旧
と
し

て
利
用
さ
れ
、
ま
さ
し
く
命
の

道
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
四
公
民
館
の
一
部
の
除
草

を
事
業
所
に
委
託
し
て
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
点
も
含
め
て

伺
う
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

本
村
で
は
、
生
活
や
産

業
を
支
え
る
道
路
は
、
林
産
物

の
搬
出
や
森
林
作
業
に
必
要
な

施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
分
散

し
た
集
落
を
結
ぶ
生
活
道
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
積
極
的
な
路
網
整
備

に
努
め
て
き
た
。
具
体
的
な
路

線
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
相
談
頂

き
た
い
。

①
旧
七
ツ
山
小
学
校
跡
の

利
用
に
つ
い
て

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

村
外
の
事
業
所
が
工
事

に
参
入
し
や
す
い
よ
う
に
、
旧

七
ツ
山
小
学
校
跡
を
工
事
関
係

者
の
方
々
の
宿
泊
施
設
と
し
て
、

整
備
し
て
貸
し
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
活
用
希
望
案
も
出
て
き

て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
地
元
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
維
持
管

理
費
の
節
減
に
も
努
め
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
活
用
が
有
効
で
あ

る
の
か
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。

岩
本
國
和
議
員

 
Ⱗ

今
後
、
村
外
業
者
が
、
災

害
復
旧
、
国
道
五
〇
三
号
改
良
、

飯
干
バ
イ
パ
ス
工
事
等
を
順
調

に
進
め
て
い
く
に
は
、
ど
う
し

て
も
宿
泊
施
設
は
必
要
と
考
え

る
が
、
七
ツ
山
小
学
校
跡
を
利

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

藤
﨑
村
長

 Ⱘ

提
案
の
あ
っ
た
村
外
工

事
関
係
者
の
宿
泊
施
設
と
し
て

の
利
活
用
も
含
め
て
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
有
効
な
活
用
方
法
を

協
議
検
討
し
、
総
合
的
な
見
地

か
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

地
元
と
の
協
議
の
場
が

な
か
っ
た
の
で
、
前
に
進
ん
で

い
な
か
っ
た
大
き
な
原
因
だ
と

思
う
。
社
会
教
育
施
設
で
も
あ

る
の
で
、
教
育
長
に
伺
う
。

竹
内
教
育
長

 Ⱘ

ほ
か
の
社
会
教
育
施
設

も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
Ｐ
Ｒ
、
広
報

関
係
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

岩
本
國
和
議
員

 Ⱘ

立
岩
小
学
校
の
例
も
あ

る
の
で
、
早
め
に
検
討
し
て
、

対
策
を
練
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

竹
内
教
育
長

 Ⱘ

七
ツ
山
地
区
と
の
話
し

合
い
を
早
急
に
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
早
急
に
検

討
委
員
会
、
意
見
交
換
会
等
を

持
ち
進
め
て
い
き
た
い
。

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

地
域
の
意
見
を
十
分
取

り
入
れ
な
が
ら
、
早
め
に
検
討

委
員
会
を
立
ち
あ
げ
て
、
次
の

利
活
用
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。
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①
国
道
５
０
３
号
飯
干
バ

イ
パ
ス
事
業
化
採
択
後
の

地
域
の
自
主
的
な
活
動
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て　

田
原
尚
美
議
員

 Ⱗ

七
ツ
山
地
域
振
興
連
絡

協
議
会
と
し
て
、
県
に
お
礼
と

早
期
着
工
の
要
望
を
兼
ね
、
あ

い
さ
つ
に
伺
い
た
い
が
、
補
助

金
等
の
支
援
は
で
き
な
い
か
？

村
長

 Ⱘ

地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議

を
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
七
ツ
山
小
学
校
跡
の
利

活
用
に
つ
い
て

田
原
尚
美
議
員

 Ⱗ

地
元
と
意
見
交
換
会
を

行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
い
つ

頃
計
画
す
る
の
か
？

教
育
長

 
Ⱘ

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
依

頼
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ

を
基
に
12
月
に
予
定
の
七
ツ
山

地
区
振
興
協
議
会
で
意
見
交
換

会
を
し
た
い
。

田
原
尚
美
議
員

 Ⱗ

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も

活
か
さ
れ
ず
、
閉
校
後
の
３
年

間
何
も
進
ん
で
い
な
い
が
？

教
育
長

 Ⱘ

教
育
委
員
会
と
し
て
も

反
省
を
し
て
い
る
が
、
再
度
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
頂
き
、

村
民
、
地
区
民
と
話
し
合
い
を

進
め
て
い
く
。

③
今
後
の
女
性
連
絡
協
議

会
の
在
り
方
に
つ
い
て

田
原
尚
美
議
員

 Ⱗ

村
婦
人
連
絡
協
議
会
が

来
年
３
月
で
解
散
す
る
と
聞
い

た
。
村
民
に
向
け
て
正
し
い
情

報
を
伝
え
て
頂
き
た
い
。

教
育
長

 Ⱘ

他
の
市
町
村
は
、
自
治
公

民
館
連
絡
協
議
会
と
婦
人
連
絡

協
議
会
、
青
年
団
連
絡
協
議
会

は
全
く
別
の
組
織
に
な
っ
て
い

る
が
、
諸
塚
村
は
、
自
公
連
の

中
に
婦
人
部
、
青
年
部
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
女
性
連
協

は
解
散
す
る
が
、
村
自
公
民
館

の
中
の
婦
人
部
は
な
く
な
ら
な

い
し
、
活
動
を
や
め
て
解
散
を

す
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
あ
り

得
な
い
。

女
性
連
協
の
活
動
は
３
月
31

日
で
解
散
に
な
る
が
、
今
後
は

あ
り
方
協
議
会
で
検
討
し
て

い
く
。

甲
斐
弘
昭
議
員

 
Ⱗ

女
性
連
絡
協
議
会
の
自
公

連
組
織
の
中
の
位
置
関
係
は
？

教
育
長

 Ⱘ

女
性
連
絡
協
議
会
を
退

会
さ
れ
て
も
、
各
自
治
公
民
館

に
は
、
婦
人
部
は
残
っ
て
い
く
。

女
性
連
絡
協
議
会
は
、
別
の
組

織
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
い
た
い
。

甲
斐
弘
昭
議
員

 Ⱗ

２
つ
の
別
の
組
織
と
い

う
感
覚
が
、
村
民
に
は
理
解
で

き
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
村

民
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
周

知
を
お
願
い
し
た
い
。

教
育
長

 Ⱘ

そ
れ
が
諸
塚
方
式
と
言

わ
れ
る
の
だ
と
思
う
が
、
組
織

的
に
全
く
違
う
も
の
だ
と
い
う

理
解
を
し
て
頂
く
た
め
に
は
、

広
報
不
足
は
あ
る
と
思
う
の
で
、

周
知
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
。

①
本
村
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

甲
斐
弘
昭
議
員

 Ⱗ

現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

 Ⱘ

今
回
、
民
有
林
を
対
象

と
し
た
再
造
林
が
対
象
と
な
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
で
、
い
く

ら
か
は
既
に
販
売
が
さ
れ
て
い

る
。
別
途
村
有
林
を
主
体
に
間

伐
対
象
と
し
て
、
オ
フ
セ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
登
録
を
し
、

販
売
を
し
て
き
て
い
る
。
今
後

も
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

①
諸
塚
神
楽
の
保
存
継
承

に
つ
い
て

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱗ

諸
塚
神
楽
が
国
指
定
に

な
っ
た
後
、
後
継
者
不
足
が
心

配
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
残

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

教
育
長

 Ⱘ

村
全
体
の
神
楽
保
存
会

を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と

助
言
を
頂
い
て
い
る
。
保
存
会

を
基
に
今
後
、
未
来
に
残
し
て

い
く
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
、

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱗ

今
後
、
１
か
所
に
集
ま
り
、

割
り
振
り
し
て
神
楽
を
披
露
す

る
よ
う
な
場
を
設
け
る
等
の
検

討
も
し
て
頂
き
た
い
。

②
有
害
獣
駆
除
の
対
策
に
つ
い
て

尾
形
浩
一
議
員

 Ⱗ

有
害
獣
駆
除
は
、
１
町

村
の
対
応
で
は
限
界
を
超
え
て

い
る
。
国
・
県
の
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長

 Ⱘ

国
・
県
へ
の
要
望
活
動
は
、

町
村
会
、
そ
の
他
の
広
域
団
体

で
も
要
望
を
し
て
い
る
が
、
今

総総  

括括  

質質  

疑疑
（
決
算
認
定
）

（
決
算
認
定
）

そこが
聞きたい !
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後
も
引
き
続
き
、
強
く
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

①
倒
木
の
危
険
性
の
あ
る

巨
樹
等
対
策
に
つ
い
て

甲
斐
秀
樹
議
員

 Ⱗ

村
内
に
は
、
集
落
や
住

宅
の
裏
山
、
墓
地
の
近
く
と
か

に
倒
木
の
危
険
性
が
あ
る
巨
樹

が
多
く
点
在
し
て
い
る
。
防
災

面
で
も
そ
の
よ
う
な
木
を
除
去

す
る
よ
う
な
予
算
立
て
が
で
き

な
い
か
？

村
長

 Ⱘ

直
接
事
業
を
起
こ
し
て

対
応
し
た
こ
と
は
、
現
在
ま
で

行
っ
て
い
な
い
が
、
家
屋
等
へ

の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、

状
況
を
確
認
し
て
考
え
て
み

た
い
。

甲
斐
秀
樹
議
員

 Ⱗ

高
所
作
業
車
等
を
使
用

す
る
場
合
、
か
な
り
な
負
担
が

生
じ
る
し
、
個
人
や
集
落
で
は

対
応
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
る

の
で
、
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

①
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
テ
ン

グ
ス
病
対
策
に
つ
い
て

黒
木
健
議
員

 Ⱗ

村
と
し
て
、
公
道
に
お

け
る
テ
ン
グ
ス
病
の
除
去
、
施

設
に
お
け
る
除
去
を
今
後
行
う

予
定
は
な
い
か
？

村
長

 Ⱘ

過
去
に
治
山
林
道
協
会

の
財
源
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

あ
る
。
村
内
の
状
況
を
確
認
し

て
、
相
当
の
テ
ン
グ
ス
病
の
状

況
が
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

黒
木
健
議
員

 Ⱗ

林
道
等
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
で
も
使
え
る
と
思
う
し
、

施
設
等
は
企
業
版
の
ふ
る
さ
と

納
税
で
使
え
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
安
心
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
。

①
災
害
個
所
の
復
旧
に
つ
い
て

山
本
多
喜
弥
議
員

 Ⱗ

佐
礼
の
稲
荷
さ
ん
側
が

壊
れ
た
ま
ま
だ
が
、
台
風
の
度

に
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
。
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
聞

き
た
い
。

建
設
環
境
課
長

 Ⱗ

県
が
現
地
を
確
認
し
て
、

何
ら
か
の
事
業
対
応
が
で
き
な

い
か
、
協
議
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
治
山
事
業
で
要
望
し
な
が

ら
、
そ
の
よ
う
な
除
去
ま
で
が

で
き
る
の
か
、
今
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
学
校
敷
地
内
の
樹
木
の

除
去
に
つ
い
て

山
本
多
喜
弥
議
員

 Ⱗ

敷
地
内
の
樹
木
に
枯
れ

枝
が
あ
り
、
危
険
で
あ
る
が
、

対
策
が
で
き
な
い
か
？

教
育
長

 Ⱘ

卒
業
生
が
植
え
た
記
念

樹
な
ど
で
、
伐
採
は
難
し
い
。

山
本
多
喜
弥
議
員

 Ⱗ

樹
木
の
伐
採
で
な
く
、

枝
払
い
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
長

 Ⱘ

中
学
校
に
確
認
を
し
て

対
応
し
た
い
。

①
災
害
復
旧
に
つ
い
て

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ

な
か
っ
た
所
や
農
道
等
の
災
害

個
所
の
今
後
の
取
り
扱
い
は
？

建
設
環
境
課
長

 Ⱘ

災
害
復
旧
工
事
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
申

請
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

②
田
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

農
業
省
力
化
事
業
等
で

年
次
的
に
田
の
基
盤
整
備
が
で

き
な
い
か
？

産
業
戦
略
課
長

 Ⱘ

農
業
省
力
化
事
業
は
、

複
数
枚
の
田
を
一
枚
に
す
る
と

い
う
の
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

事
業
の
要
望
調
査
の
時
に
出
し

て
頂
き
、
意
見
を
参
考
に
、
必

要
が
あ
れ
ば
要
綱
等
の
見
直
し

も
し
て
い
き
た
い
。

③
畜
産
事
業
の
運
搬
車
導

入
の
支
援
に
つ
い
て

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

畜
産
業
で
も
機
械
導
入

が
進
ん
で
お
り
、
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
が
、
運
搬
車
導
入
の

支
援
は
で
き
な
い
か
？

産
業
戦
略
課
長

 Ⱘ

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
費
は

今
の
と
こ
ろ
補
助
事
業
の
メ
ニ

ュ
ー
は
な
い
が
、
内
部
で
も
検

討
さ
せ
て
頂
く
。

岩
本
國
和
議
員

 Ⱗ

他
の
町
村
で
は
補
助
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
前
向
き
に
検
討
し

て
頂
き
た
い
。

産
業
戦
略
課
長

 Ⱘ

子
牛
の
競
り
、
資
料
の

運
搬
等
必
要
性
は
理
解
し
て
い

る
の
で
検
討
し
て
い
く
。
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熊
本
県
菊
池
市
に
あ
る
、
き
く
ち
ふ

る
さ
と
水
源
交
流
館
の
茂
藤
事
務
局
長
、

原
館
長
及
び
松
崎
広
報
担
当
か
ら
中
学

校
跡
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
拠
点
施
設
に
つ
い

て
話
を
伺
う
。

こ
の
法
人
は
、
平
成
十
二
年
三
月
を

も
っ
て
生
徒
数
六
七
名
の
中
学
校
が
閉

校
し
、
地
区
住
民
が
廃
校
に
な
っ
た
施

設
の
活
用
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
三

月
に
検
討
を
開
始
し
、
平
成
十
五
年
五

月
に
「
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
」

と
し
て
、
開
館
、
事
務
所
開
き
を
し
て

い
る
。

平
成
十
六
年
一
月
に
は
、
地
区
住
民

全
て
を
法
人
会
員
、
区
長
と
有
志
が
法

人
理
事
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り

水
源
村
」
を
設
立
し
、
平
成
十
八
年
に

校
舎
の
改
修
等
を
行
い
、
管
理
・
運
営

を
行
っ
て
い
る
。

事
業
内
容
は
、
地
域
活
性
化
事
業
、

都
市
山
村
交
流
事
業
、
自
然
体
験
活
動

支
援
事
業
、
自
然
環
境
保
全
事
業
、
指

定
管
理
業
務
委
託
事
業
、
農
産
物
、
加

工
品
の
販
売
事
業
が
あ
り
、
そ
の
収
入

は
二
一
，
〇
〇
〇
千
円
ほ
ど
で
あ
り
、

菊
池
市
か
ら
の
指
定
管
理
制
度
に
よ
り

一
四
，
〇
〇
〇
千
円
の
委
託
料
で
運
営

を
し
て
い
る
。

話
を
伺
い
、
当
初
の
協
議
会
設
立
メ

ン
バ
ー
の
情
熱
が
あ
り
、
地
元
住
民
が

廃
校
に
な
っ
た
校
舎
を
存
続
さ
せ
た
い

と
い
う
強
い
意
志
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
地
域
の
自
然

環
境
を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ー
リ
ズ
ム

拠
点
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
連
合
所
管
事
務
調
査
が
、
諸

塚
村
の
取
り
組
み
に
資
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
報
告
と
す
る
。

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告

��
【
令
和
６
年
９
月
５
日
（
木
）】

【
令
和
６
年
９
月
５
日
（
木
）】

連
合
調
査
（
総
務
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

議会を傍聴してみませんか。議会を傍聴してみませんか。

次回は 12 月開催の予定です。議会の傍聴にお気軽に
お越しください。
詳細については、議会事務局にお問い合わせください。

《お問い合わせ》 　議会事務局　TEL 65-1130

調査の様子
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編
集
後
記

月 日 行　事　名 参　加　者 場　所

8

5 日向・東臼杵郡議長会要望活動 議長 宮崎市
6 日向土木・林務駐在との意見交換会 全議員 役場
8 第１回臨時議会 全議員 役場
9 例月出納検査 議選監査委員 役場
20 九州中央道建設促進地方大会 議長 山都町
27 県監査委員協議会臨時総会・研修会 議選監査委員 美郷町

9

3 議会運営委員会・全員協議会 全議員 役場
4 九州地方整備局要望活動 全議員 福岡市
5 所管事務調査 全議員 菊池市
9 例月出納検査 議選監査委員 役場
10 定例議会開会（～２０日） 全議員 役場
11 決算審査特別委員会 全議員 全議員
12 　　　　　　〃 全議員 全議員
13 　　　　　　〃 全議員 全議員
20 定例議会開会（最終日） 全議員 役場
25 国道503号期成同盟会総会・決起大会 全議員 中央公民館
26 東臼杵郡町村議員研修会 全議員 日向市

10

1 東臼杵郡議長会視察研修 議長 福岡県
4 産業建設常任委員会視察 産業建設常任委員 高鍋町
9 例月出納検査 議選監査委員 役場
10 宮崎県町村議会議員研修会 全議員 国富町
10 宮崎県三村議会協議会総会 全議員 宮崎市
17 定期監査 議選監査委員 役場・事業所
17 監査委員ブロック別研修 議選監査委員 高千穂町
21 全国町村監査委員研修会（～23日） 議選監査委員 東京都ほか
28 北部広域行政事務組合議会 総務・産建委員長 延岡市

米
の
収
穫
作
業
も
終
わ
り
、
皆

さ
ん
一
息
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
、今
年
は
豊
作
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、今
年
は

特
に
有
害
鳥
獣
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
方
が
多
か
っ
た
と
聞
き
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

猪
、鹿
、さ
ぎ
、特
に
猪
の
被
害

は
ど
こ
の
地
区
で
も
あ
っ
た
よ
う

で
、手
間
を
か
け
て
育
て
た
米
が

食
い
荒
ら
さ
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
を

見
か
け
ま
し
た
。
私
が
作
っ
て
い

る
田
も
昨
年
と
同
じ
所
か
ら
、ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
こ
じ
開
け
た
り
、

２
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
石
垣
の
下

か
ら
、は
い
上
っ
て
侵
入
さ
れ
ま
し

た
。
猪
と
の
知
恵
比
べ
は
、さ
て
い

つ
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
？

 

（
甲
斐
弘
昭
）

（
編
集
委
員
） 

甲
斐
　
弘
昭
　
　
甲
斐
　
秀
樹

山
本
多
喜
弥
　
　
黒
木
　
　
健

宮
日
に
連
載
さ
れ
て
い
る
阿
川
佐

和
子
さ
ん
の
『
だ
い
た
い
幸
せ
』
が

面
白
く
、
日
曜
日
の
朝
が
待
ち
ど
う

し
い
。
　

阿
川
さ
ん
は
毎
回
猫
の
イ
ラ
ス
ト

を
描
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
猫
好
き
で
も
な
く
育
っ
た
家
庭
が

無
類
の
猫
嫌
い
で
そ
の
影
響
を
受
け

て
い
る
よ
う
だ
。
成
長
の
過
程
に
お

い
て
家
族
の
影
響
は
大
き
い
。

私
も
犬
や
猫
に
縁
な
く
育
っ
た
せ

い
か
近
く
に
い
る
事
さ
え
も
、
体
質

的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は

鶏
に
も
及
ぶ
。
子
供
の
頃
帰
宅
し
た

途
端
、
小
屋
か
ら
抜
け
出
し
た
鶏
に

飛
び
か
か
ら
れ
た
嫌
な
記
憶
が
あ
り
、

ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

我
が
家
の
鶏
に
も
愛
着
が
持
て
な

い
。
で
も
食
す
る
と
な
る
と
そ
れ

に
つ
い
て
は
問
題
な
く
、
ま
る
で
敵

討
ち
の
よ
う
に
し
っ
か
り
食
べ
る
事

が
出
来
る
か
ら
不
思
議
な
も
の
だ
。

犬
、
猫
に
つ
い
て
も
然
り
。
犬
や
猫

好
き
さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
な
い
が
、

ど
う
し
て
も
敬
遠
し
て
し
ま
う
し
、

も
ち
ろ
ん
相
手
に
も
嫌
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
数
人
で
犬
の
前
を
通
る
と

私
の
時
だ
け
『
ワ
ン
‼
』
と
吠
え
ら

れ
る
。
阿
川
さ
ん
も
猫
が
シ
ャ
ア
と

睨
み
つ
け
る
と
書
い
て
い
る
。

お
互
い
に
相
性
が
悪
い
こ
と
を
獣

の
本
能
と
し
て
感
じ
と
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
用
あ
っ
て
人
の
家
に
訪

問
し
た
際
、
犬
の
門
番
に
出
会
っ
た

時
は
か
な
り
の
勇
気
を
振
り
絞
り
、

目
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
通
り
過
ぎ

る
よ
う
に
す
る
が
、
そ
れ
で
も
動
か

な
い
時
は
、
断
念
し
て
帰
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
ま
あ
こ
れ
以
上
書
く
と
、

弱
み
を
握
ら
れ
る
の
で
や
め
て
お
こ

う
。
動
物
と
の
相
性
が
悪
く
と
も

日
々
幸
せ
な
ら
そ
れ
が
一
番
。
来
週

の
宮
日
が
待
ち
ど
う
し
い
、
季
節
は

物
悲
し
い
～
秋
。

随 

想
徒 

然 

に
　 

　    

田
原
　
尚
美 

決算審査特別委員会

森林組合との意見交換会

東臼杵郡町村議員研修会

三村議会総会


